
システム開発の発注で失敗しない！

開発業者選びの基準と最適なパートナーの見つけ方

株式会社ソフィエイト



こんな悩みありませんか？

納期が心配

予定通りに開発が進むか

不安で仕方がない

予算オーバー

見積もりより費用が

膨らんでしまうリスク

品質への不安

完成したシステムが

期待通りに動作するか

業者選びの基準

どの業者を選べば

良いのか分からない



本日の内容

基本知識

1 業者選びの重要性

2 失敗のリスク

3 技術力の見極め方

4 実績確認のポイント

5 サポート体制の評価

実践方法

6 価格と品質のバランス

7 業者選定プロセス

8 長期パートナーシップ

9 まとめ



業者選びの重要性

プロジェクト成功の鍵を握る業者選び

プロジェクト成功率の向上

適切な業者を選ぶことで、要件の理解度が高まり、期待通りの成果物
が得られる確率が大幅に向上します。

スムーズな進行と調整

相性の良い業者とのパートナーシップにより、コミュニケーションが
スムーズになり、問題解決が迅速に行えます。

長期的な価値の創出

信頼できる業者との関係構築は、初期開発だけでなく保守や機能追加
など長期的な協力関係につながります。



失敗のリスク

プロジェクト失敗の主要因 納期の遅れ

業者のスキル不足やコミュニケーション不足により、予定通
りに進まず、ビジネス全体のスケジュールに悪影響が出る

コストの超過

見積もりが大雑把すぎたり、開発途中で仕様変更が発生した
りして、当初の予算をオーバーしてしまう

システム品質の低下

使いにくいUIや不具合の多いシステムになり、結局作り直す
必要が出てくる可能性がある



技術力の見極め方

信頼できる業者の技術力チェックポイント

専門技術と開発実績

ポートフォリオや過去の開発事例を確認し、類似システムの開発経験がある
か調査する

対応可能な技術領域

必要なプラットフォームや言語への対応力を確認し、自社要件に合った技術
力を持つか検証する

最新技術の活用実績

クラウド、AI、ブロックチェーンなど最新技術への対応力があるか確認し、
長期的な視点で評価する

開発チームの体制

プロジェクト担当者のスキルレベルやチーム構成を確認し、適切な人材配置
がされているか評価する



実績確認のポイント

過去のプロジェクト事例

公式サイトやポートフォリオで過去の開発実績を確認。類似プロジ
ェクトの経験があるかをチェックしましょう。

特定業界での開発経験

自社と同じ業界での開発経験があれば、業界特有のルールやニーズ
を理解しているため安心です。

口コミやレビューの確認

実際の顧客からの評価を調査。高評価が多ければ信頼性の高さの裏
付けになります。

資格や認証の有無

業界標準の認証や資格を持っているかも技術力を判断する重要な指
標です。



サポート体制の評価

システム開発を成功させるには、開発中だけでなく開発後のサ

ポート体制も重要です。以下のポイントに注目して業者のサポー
ト体制を評価しましょう。

プロジェクト期間中のサポート

進捗状況の定期レポート、仕様変更への柔軟な対応、迅速な連絡窓口の
有無を確認

開発後の保守・運用体制

バグ修正対応や定期メンテナンスのスケジュール、サポート期間の明確
さをチェック

トラブル時の迅速な対応

システム不具合発生時の対応スピードや緊急時の連絡体制について事前
に確認



価格と品質のバランス

コスト削減と品質のトレードオフ

※過剰なコスト削減は品質低下を招き、長期的には追加コストが発生する可能性があ
ります

見積もり金額と内訳の透明性

どの作業にどれだけのコストがかかるのか具体的に説明してくれる業者
は信頼できます。不明瞭な費用がないか確認しましょう。

過剰なコスト削減のリスク

費用を過度に削減すると、経験の浅いエンジニアだけで開発を進めたり
、必要な機能まで削ってしまったりするリスクがあります。

長期的な費用対効果

品質の高いシステムは運用・保守に手間がかからず、長期的にはコスト

を抑えられます。初期費用だけでなく総合的なコストを考慮しましょう
。



業者選定プロセス

効果的な業者選定の流れ

1 候補業者のリストアップ

インターネット検索、業者比較サイト、クラウドソーシングサイト、業界の
口コミなどから幅広く候補を集める

2 見積もり依頼と提案書の評価

複数業者から見積もりを取得し、金額だけでなく内訳の透明性や提案内容の
具体性を比較評価する

3 発注前の面談・打ち合わせ

技術面・体制面の質問や、コミュニケーション能力の評価を直接の対話を通
じて行う

4 最終選定と契約

総合評価に基づいて最適な業者を選定し、契約条件を明確にした上で正式契
約を結ぶ



長期パートナーシップの構築

システム開発は完成後も保守や機能追加が続くため、業者との長期的な

協力関係を構築することが重要です。信頼関係を深めるポイントを押さ
えましょう。

定期的な進捗確認

定例ミーティングや進捗レポートを通じて開発状況を常に把握し、問題
が見つかった際には早期に対処できる体制を作りましょう。

契約条件の見直しと合意

仕様変更や新たな要件が発生した際には、契約条件を柔軟に見直し、双
方が納得できる形で合意することが信頼関係の維持につながります。

長期的な目標設定の共有

将来的なシステムのアップデート計画や新機能の追加構想について業者
と話し合い、同じ方向を目指せるようにしておきましょう。

双方の期待の明確化

発注側からは具体的な要望や成果物の基準を伝え、業者側からは提供で

きるサポート内容や対応範囲を確認し、お互いの期待をすり合わせてお
きましょう。



まとめ：適切な業者選びの価値

システム開発の成功には、適切な業者選びが不可欠です。信頼できる業者と協力することで、以下の価値
が得られます。

プロジェクト成功率向上

技術力の高い業者を選ぶことで、要件通り

のシステムが完成し、プロジェクトの成功
率が大幅に向上します。

長期的コスト削減

品質の高いシステム開発により、保守コス

トが削減され、長期的な費用対効果が向上
します。

継続的なパートナーシップ

信頼関係を構築することで、今後のシステ

ム改善や新規開発でも安心して協力できる
関係が築けます。

※数値・固有名詞はダミーです。要確認



お問い合わせ

株式会社ソフィエイト / Sophiate Inc.

住所

〒160-0002 東京都新宿区四谷坂町1
番12号

代表取締役

川島碩介

メール

contact@sophiate.co.jp 
ウェブサイト

https://sophiate.co.jp/ 

ご相談・お見積りは無料です。お気軽にご連絡ください。
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